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顕微鏡を覗いた時は、既に日付が変わっていた。

観察の際、様々なハプニングがあったが、スタッフ

の方々や院生の皆さんのおかげで、発生の過程の一通

りを見ることができた。発生観察を終えて思ったこと

は、ウニの受精卵は裸眼でやっと見えるくらいの小さ

　　あるということだ。

い小さいものなのに、それにもかたちがあって、命が

この実習で最も脳裏に焼き付いたも

の。それは、実習一日目の夜の夜光虫

観察でのことだ。私たちは夜８時半頃

に建物を出て海まで歩いた。その途中

で石を拾う。そしてその石を海に投げ

込んでみる。すると海の中で、数え切

れないほどの光が発せられる。その正

体が夜光虫なのだった。刺激を与える

と光る彼らは、海の中で何度も何度も

光を放ち、何度も何度も感動をくれた。

本当にきれいだった。

●高校2年 女子●
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科学の面白さ、奥深さを再確認した一日だった。参加各校の発表を聞いて、自分の知らないことが非常に

多いということを痛切に感じた。しかし、どの発表も興味深く、「なるほど、こんな調べ方、切り口がある

のか」と何度も思った。自分が参加したポスター発表では、他校の方々と交流を持つことができた。また、

同時に話して伝え、その場での質問に答えるということの難しさも改めて実感した。

　　高校２年 男子
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準備不足は明らかだったが、それでも発表する意

味は十分にあったと思う。私達の発表を聞き、客観

的な質問やアドバイスをして下さる方々が大勢いて、

実験する際の条件の甘さ、知識不足を再認識した。

また、他校の発表を見て、その実験内容の濃さに驚

くことが幾度もあり、そこから吸収することも沢山

あった。全国からSSH参加校が集まっていたことも

あり、大変貴重な体験をすることができた。

今回学んだことを生かし、研究に励んでいこうと

思っている。

　　高校1年 女子

 （文責：石川久美）
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